


 

令和６年度事業計画書 
 

１ 貸付事業の実施 

（１）畜産高度化推進リース事業   

   畜産高度化推進リース事業として、畜産経営における家畜排せつ物の適切な

処理と利活用の推進、畜産経営の健全な発展、食肉及び生乳の流通の合理化の

ために必要な施設等を以下のとおり貸し付けるとともに、既貸付に係る基本貸

付料等の回収等を行う。 

      

 

貸付施設等購入額 

 

畜産高度化推進リース事業のうち畜産高度化支援リース事業 

  ２，８００，０００（２，８００，０００）千円 

  うち畜産環境対策リース事業   ６００，０００千円 

（６００，０００千円） 

（消費税込み） 

  注１：金額は、新規購入額ベースである。                                         

注２：（ ）内は、前年度予算額である。 

           

なお、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）（畜産ク

ラスターリース）、畜産経営体生産性向上対策（畜産 ICT リース）及び酪農労

働省力化対策事業（楽酪 GO リース）については、貸付施設等の購入に当たり、

各々の補助事業に基づき借受者の負担を軽減するとともに、畜産高度化支援リ

ース事業と一体的に実施する。 

 

（２）債権管理の的確な実施 

    貸し付けたリース債権の適正な管理及び処理を行う。 

  

（３）その他 

     リース物件によるふん尿の処理・利用等について現地指導・調査等を実施 

する。 

 

２ 情報の提供 

（１）畜産関係機関等への情報の提供として、当機構のホームページに「畜産環境

情報」を掲載する。 

 

（２）インターネットホームページの運営 

   当機構で開設しているインターネットホームページについて、当機構の業

務内容を紹介するとともに畜産環境保全に関する情報を掲載し、適時最新情

報に更新する。 

 

（３）畜産環境問題に関する研修事業 

   民間会社等の関係者を対象に畜産環境問題に関する研修会を実施し、最新

情報を提供する。 

 



 

３ 凝集促進剤を含む固形分の堆肥化技術開発普及事業 

  平成 29 年に肥料取締法が改正され、凝集促進剤を使って分離した固形分の

堆肥が特殊肥料の届出で流通利用できるようになった。しかし、その固形分の

排出実態と堆肥化技術及び堆肥の利用技術が明らかになっていない。本事業で

は当該固形分の堆肥化について、国内の畜産農家において実態調査を行うとと

もに、その調査で得られた問題点などを解決するための当該固形分の堆肥化技

術、製造される堆肥の利用技術の開発と普及を行う。 

 

４ 指定混合肥料による地力増強技術普及事業 

肥料法改正で新たに製造可能となった家畜ふん堆肥を活用した指定混合肥料

について、窒素肥効などの特性値を明らかにし、指定混合肥料の適正利用と家畜

ふん堆肥の利用促進を図る。窒素肥効の特性値と地温変化に基づいて窒素供給量

の経時的な把握と作物による吸収量を測定して、栽培中の窒素肥効を見える化し

指定混合肥料の普及利用拡大に資する。また同肥料の連続施用による土壌の地力

増強効果について明らかにする。 

 

５ 高濃度畜産臭気脱臭技術開発普及事業 

堆肥化促進技術の進歩によって、一次発酵における発酵温度の上昇とともに高

濃度の臭気が発生している。特に一次発酵を主体とした密閉縦型堆肥化装置から

発生する臭気や、汚水浄化処理施設における固液分離機や脱水機などの施設から

発生する高濃度の臭気が悪臭苦情の原因となっている。その対策として脱臭に寄

与する微生物が繁殖しやすい接触濾材及び浄化処理施設を活用した高濃度の悪

臭を脱臭する技術を開発し普及を図る。 

 

６ 汚水浄化施設最適管理支援技術実証普及事業 

先行事業で構築した水質センシング手法と開発アプリに基づく浄化施設高度

管理システムを種々の農場において実稼働させ、運用上の課題解決や使い勝手の

改善を行うことでシステムの実用性と信頼性を高め、養豚排水の硝酸性窒素等低

減に資する。同時に、本管理システムを用いた曝気量の適正調節による水質の維

持と消費電力量の節減の両立を実証し、水質規制強化と電気料金上昇の局面下に

おける環境規制遵守と収益向上に寄与する。 

 

７ 堆肥舎等長寿命化推進事業 

経年劣化が進んでいる家畜排せつ物処理施設（堆肥舎等）の長寿命化等を支援

するため、老朽化した堆肥舎等の補改修の事例の現地調査を行うとともに調査結

果を分析し、補改修事例集を作成する。 

 

８ 畜産堆肥流通体制支援事業 

畜産経営に由来する環境負荷の軽減のため、好気性強制発酵による堆肥の高品

質化、堆肥の広域流通の促進が必要である。このため、優良事例の調査、環境問

題の課題を抱える現地調査を行い、その解決手法、対応策等について、普及啓発

する。また、個別経営体等の相談による受託調査を実施し、対応策等を助言する。 

 

 



 

９ シンポジウムの開催 

  農林水産省と共催で畜産環境シンポジウムを開催する。 

 

１０ 受託等事業 

（１）畜産環境技術研究所において、全国の堆肥センター等からの依頼により堆肥

の成分分析検査を行う。 

 

（２）書籍の販売 

   当機構で編集・発行した畜産環境保全に関する書籍を販売する。 

 






